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【研究の概要】 

保健室に来室する生徒の中には、頭痛や腹痛などの要因を伝えられない、様々な課題や困りごと、不安や悩

みがあっても表現や相談ができない生徒がいる。養護教諭として、そのような生徒と丁寧に関わる中で、積極

的に対話を重ねていくことの重要性を感じた。そこで、本研究では、１人１台端末を活用した絵文字による健

康観察が、教職員と生徒の対話のきっかけや教職員同士の生徒理解に向けた対話の手掛かりとなり、その積み

重ねは生徒が相談しやすい関係づくりにつながると考え、検証実践をした。生徒の心身の変化を早期に発見す

るためのＩＣＴの活用や人によって解釈の異なる曖昧な絵文字を利用した毎日の健康観察は、教職員と生徒が

対話をするきっかけとなった。また、教職員同士においても生徒についての多面的な情報の共有が対話の機会

を増やし、生徒の理解につながった。このように、教職員と生徒、教職員同士の対話の積み重ねが、生徒の安

心や信頼につながり、相談しやすい関係づくりに向けて一定の成果があった。 
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研究仮説 

  １人１台端末を活用した絵文字による健康観察は、教職員と生徒の対話を増やすきっかけや

教職員同士の生徒理解に向けた対話の手掛かりとなり、その積み重ねは生徒が相談しやすい

関係づくりにつながるであろう。 

 

研究構想図 

  

ＩＣＴを活用 

・ 心と体調の変化を早期に発見 

・ 生徒の心と身体の健康状態をすべて

の教職員と共有 

      ↳ 教職員同士の対話 

絵文字 
 

・ 生徒の感情表出のしやすさ 

・ 人によって解釈が異なる曖昧さ 

↳ 教職員と生徒の対話 

© 2020 Microsoft Corporation. All Rights Reserved. 

生徒の実態 

困りごとや不安がある時に、学校にいる大人

に相談できていない生徒がいる 

保健室の実態 

保健室に来室した生徒との関わりから、自分の体調不良

やその要因などを伝えることが苦手な生徒がいるが、対話

を重ねることで、気持ちの表出につながる生徒もいる 

生徒指導提要 

自分の現状を適切に表現出来ない児童生徒もいる中、教職員の「丁寧な関わりと観察」により、児童 

生徒の心身の変化を把握することを求めている。 

かながわ子どもサポートドック 

    年に２回以上の生徒へのアンケートから、表面化しにくくなっている課題や困難を抱えている児童・生徒 

を早期に把握し適切な支援につなぐために、これまでの「待ち」の姿勢からプッシュ型（積極的）な関わり

の必要性を述べている。 

対話 

 
 

研究主題 

教職員の積極的な対話による相談しやすい関係づくりに向けて 
～１人１台端末を活用した絵文字による健康観察を通して～ 

毎日の健康観察 

教職員と生徒 教職員同士 
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はじめに 

 

近年、生徒が抱える課題が複雑化・多様化している

中で、困りごとや不安なことがあっても自分が抱えて

いる状況を「言えない」「言わない」生徒がいる。私

たち教職員は、このような生徒に対してどのように関

われば、早期に生徒の困りや不安に気付き支援を行う

ことができるのかを日々模索している。 

『生徒指導提要』では、危機的な状況に置かれてい

ても、その状況を適切に表現出来ない児童生徒も少な

くない。したがって、児童生徒が危機のサインを表出

するのを待つだけではなく、教職員が積極的に危機の

サインに気付こうとする姿勢を持つことが大切である

と明記されており、具体的には、「丁寧な関わりと観

察」を通じて、児童生徒の心身の変化を的確に把握す

るように努めると示されている(文部科学省 2022)。

児童・生徒の心身の変化を把握することについては、

「子どもの心身の健康を守り、安全・安心を確保する

ために学校全体としての取組を進めるための方策につ

いて(答申)」に、「健康観察は、学級担任、養護教諭

などが子どもの体調不良や欠席・遅刻などの日常的な

心身の健康状態を把握することにより、感染症や心の

健康課題などの心身の変化について早期発見・早期対

応を図るために行われるもの」と記されており、教職

員が行う健康観察は、児童・生徒の心身の変化を早期

発見するために重要な観察だと言える(中央教育審議

会 2008)。 

さらに、「誰一人取り残されない学びの保障に向け

た不登校対策 ＣＯＣＯＬＯプラン」では、全国の不登

校児童・生徒の数が 30 万人を超え、90 日以上の不登

校にもかかわらず、学校内外の専門機関等で相談や指

導を受けていない小・中学生が 4.6万人に上っている

ことを課題としている(文部科学省 2023 p.１)。そ

こで、国では、子供たちの心身の状態の変化への気付

きや相談支援のきっかけづくりを増やすため、毎日の

健康観察にＩＣＴを活用することを推進している(文

部科学省 2023 p.７)。また、「子どもサポートハン

ドブック～すべての子どもたちの笑顔のために～」(以

下「子どもサポートハンドブック」とする)においても、

公立小・中学校における不登校の児童・生徒数は年々

増加しており、その中で約 36％の児童・生徒が学校内

外での相談や指導等を受けていないことを課題として

いる。そこで、神奈川県では、表面化しにくい児童・

生徒の課題や困難を早期に発見していくために、年に

２回以上のアンケートを行っている。そこから、児童・

生徒を適切な支援につなぐために、「待ち」の姿勢で

はなく、教職員やスクールカウンセラー(以下ＳＣとす

る)・スクールソーシャルワーカー(以下ＳＳＷとする)

などの専門家による積極的な面談等を行う取組として

「かながわ子どもサポートドック」を実施している(神

奈川県教育委員会 2023 pp.１-17)。 

自ら相談できない生徒の現状は、次の調査からも見

えてきた。「令和６年度 全国学力・学習状況調査(生

徒質問調査)」では、「困りごとや不安があるときに、

先生や学校にいる大人にいつでも相談できますか」と

いう質問に対して、「当てはまる」「どちらかといえ

ば、当てはまる」の肯定的な回答は、全国 67.5％、神

奈川県 66.7％であった (国立教育政策研究所 2024)。

所属校では、肯定的な回答が神奈川県よりも低く、困

りごとや不安を先生や学校にいる大人にいつでも相談

できている生徒が、全国や神奈川県の生徒に比べて少

ないことが分かった。所属校の保健室では、頭痛や腹

痛などの主訴で来室した生徒に対し、バイタルサイン

等の確認だけに留まらず対話を通して、食事や睡眠な

どの生活習慣や家庭での様子を知ることができた。こ

のように、自分の状況を伝えることが苦手な生徒や困

りごとや不安を抱えていた生徒が、対話を重ねること

で関係性ができ、少しずつ自分の心身の状態について

話し始めた様子から、教職員と生徒との対話の重要性

が見えてきた。 

以上のことから、表面化しにくい生徒からのＳＯＳ

を待つのではなく、教職員がＩＣＴを活用した健康観

察から積極的な対話を行う手立てを構築することによ

り、教職員の生徒理解や関わり方の変容を中心に、生

徒が相談しやすい関係づくりを目指した研究を進めて

いく。 

 

研究の目的 

 

本研究の目的は、生徒が相談しやすい関係づくりに

向け、教職員からの対話を増やすきっかけとして、１

人１台端末を活用した絵文字による健康観察が有効で

あることを明らかにする。 

 

研究の内容 

 

１「相談しやすい関係」とは 

 「支援を必要とする児童・生徒の教育のために」で

は、さまざまな相談活動において、子どもと教職員と

の信頼関係があることが大事だと述べられている(神

奈川県立総合教育センター 2020)。また、「教育相談

コーディネーターハンドブック」において、教職員同

士が子どもの状況や支援方法を情報共有し理解してお

くことは、子どもの安心につながると記している(神奈

川県立総合教育センター 2023)。 

これらのことを踏まえ、本研究では、「相談する相

手に対して、安心や信頼がある状態」を「相談しやす

い関係」と定義した。 
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２ 事前調査 

(1) 所属校実態調査(生徒) 

ア 調査の概要 

 全国学力・学習状況調査質問調査の結果から、所属

校の生徒が、困りごとや不安があるときに、先生や学

校にいる大人に相談できない理由を明らかにするため

の調査を学校長による「健康と学校生活に関する意識

調査」と共に実施した(表１)。 

表１ 所属校生徒への事前調査(アンケート) 

対象 横須賀市立久里浜中学校 生徒(460名) 

時期 令和７年 ６月下旬から７月上旬 

方法 Google フォーム 

目的 健康と学校生活に関する意識調査 

イ 調査の結果 

 問１「困りごとや分からないこと、不安があるとき

に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できますか」

の質問では、【あてはまる・どちらかと言えばあては

まる】の回答が 72％であった。一方、【あてはまらな

い・どちらかと言えばあてはまらない】の回答が 28％

であった。 

問１で【あてはまる・どちらかと言えばあてはまる】

と回答した生徒は、問２「困りごとや分からないこと、

不安があるときに、先生や学校にいる大人の誰に相談

できますか」という質問では、担任の先生を始め、教

科担当や部活動顧問など、学校生活の中で関わること

の多い教職員に相談していることが分かった(図１)。

 

図１ 困りごとや分からないこと、不安があるときに、 

先生や学校にいる大人の誰に相談できますか 

（複数回答可） 

問１で【あてはまらない・どちらかと言えばあては

まらない】と回答した生徒には、問３「あなたが、先

生や学校にいる大人に相談できない理由を、答えられ

れば書いてください」とし、自由記述で回答を得た。

生徒の記述には、「話すことが苦手」「大人が苦手」

「どうやって話をしたらいいか分からない」「迷惑を

かけたくない」「話す時間がなさそう」「いつも忙し

そう」「話しかけにくい」「まだ相談できる関係では

ない」等があった。 

(2) 所属校実態調査(教職員) 

ア 調査の概要 

 所属校教職員を対象に学校長と協同し、事前調査と

してアンケートを実施した(表２)。 

表２ 所属校教職員への事前調査(アンケート) 

対象 横須賀市立久里浜中学校 教職員(24名) 

時期 令和７年 ６月下旬から７月中旬 

方法 Google フォーム 

目的 生徒の理解等の意識調査 

イ 調査の結果 

「生徒は、困りごとや不安があるときに相談に来ま

すか」の質問では、【あてはまる・どちらかと言えば

あてはまる】の回答が 87％であった。一方、【あて

はまらない・どちらかと言えばあてはまらない】の回

答が 13％であった。また、「健康観察の結果をどの

ように活用していますか」の質問では、多くの教職員

が生徒理解のために活用しており、次に個々・集団の

健康課題の把握に活用していた (図２)。

 

図２ 健康観察の結果をどのように活用していますか 

(複数回答可) 

(3) 調査に対する考察 

教職員は、健康観察の結果を感染症等の集団発生の

早期発見や健康相談・保健指導に活用するよりも日々

の生徒理解のために活用していることが分かった。ま

た、「生徒は、困りごとや不安があるときに相談に来

ますか」において、肯定的な回答が多かったのは、日

頃から生徒の様々な相談対応を行っているからだと考

える。しかし、生徒の事前調査では、30％近い生徒が

先生や学校にいる大人に相談できない状況がある。そ

の中で、「迷惑をかけたくない」「いつも忙しそう」

「話しかけにくい」「まだ相談できる関係ではない」

などと感じている生徒の安心や信頼を高め、相談しや

すい関係性を築くためには、教職員からの積極的な関

わりが必要であると考える。さらに、「話すことが苦

手」「どうやって話をしたらいいか分からない」など、

自己表現が苦手な生徒の心身の変化を教職員が早期に

気付くためには、生徒が自分の感情を表現しやすい手

立てについて検討をしていく必要があると考える。 
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３ 課題解決に向けての手立てについて 

(1) 対話について 

「子どもサポートハンドブック」では、かながわ子

どもサポートドックの取組の内容について、これまで

教職員の個人的な判断や、主観的にもなりがちだった

「気づき」を、ＳＣやＳＳＷ、養護教諭等の多様な視

点を取り入れ、すべての児童・生徒の状況を確認する

ことで、児童・生徒が抱える困難を洗い出し、支援の

方向性を共有することができると記されている(神奈

川県教育委員会 2023 p.４)。生徒について、多面的

な視点を取り入れるためには、これまで以上に教職員

同士が迅速な情報共有を積極的に行うことが重要であ

る。さらに、「生徒の自己理解を促す 共感的な対話」

では、生徒との対話を継続的に積み重ねることで、教

職員の生徒理解が深まり、生徒との信頼関係が築かれ

る。また、「気にかけているよ」「見ているよ」とい

うメッセージにもなり、「この先生は自分の話を聞い

てくれる。わかってくれる」と思うことから、「この

先生と話をしてみよう」という気持ちが生徒に生まれ

ると述べられている(神奈川県立総合教育センター 

2013)。生徒が安心して話をする関係を作るためには、

教職員からの積極的な対話やその積み重ねが必要だと

言える。 

(2) ＩＣＴを活用した健康観察について 

岩田(2023)は、「タブレット端末を活用して朝の健

康状態を把握することは、児童の朝の健康状態を全職

員で容易に把握するほか、対面の良さである子どもと

のコミュニケーションの機会も増やすことができる可

能性がうかがえた。」と述べている。また、五十嵐(2025)

は、心の健康観察は、タブレット端末と対面式教育相

談のそれぞれの良さを生かすことで、より子どもの小

さなＳＯＳを支援につなげていける可能性を述べてい

る。このことから、１人１台端末を活用した健康観察

は、毎日行うことで、教職員が児童・生徒の心身の変

化を早期に発見することやコミュニケーションの機会

を増やす可能性があることから、教職員が生徒へ積極

的に関わるための手立てになると考える。 

(3) 絵文字について 

 稲葉ら(2006)は、「絵文字メッセージは、『言葉』

の壁を越えたコミュニケーションを促進させる」と記

している。さらに、Clarkら(1986)は、曖昧さや不確実

なものを解消するために、やりとりが反復的に行われ

るため、コミュニケーションが増加すると述べている。

このことから、本研究では、人によって解釈が異なる

絵文字を活用することで、教職員がその絵文字を選ん

だ理由を聞いたり、生徒の日々の絵文字の変化や実際

の姿とのギャップに気付いたり、曖昧さを解消するた

めの対話が自然と増えると考える。さらに、言葉で表

現することが苦手な生徒が自分の気持ちを表現しやす

くなることも考える。 

以上の３つの手立てから、生徒が相談しやすい関係

づくりに向け、教職員が対話を増やすきっかけとなる

ように、絵文字を取り入れた健康観察を生徒が１人１

台端末を活用し、毎日実施することとした。 

 

４ 研究の仮説 

本研究における仮説は次のとおりである。 

 

 

５ 検証の視点 

 仮説に基づいて、次の検証の視点を設定した。 

(1) 絵文字を使った健康観察は、教職員と生徒が対話 

をするきっかけになったか。 

(2) 対話が増えることで、教職員が生徒を理解し相談 

しやすい関係づくりにつながったか。 

 

６ 検証について 

 検証実践に先立ち、生徒と教職員の事前調査を基に

所属校の現状と課題の情報共有や生徒とのより良い関

係づくりに向けて、教職員対象の校内研修を行った。 

(1) 校内研修 

ア 生徒支援・指導研修の概要 

【日 時】令和７年８月26日(火) 

【対 象】横須賀市立久里浜中学校 教職員(26名) 

【目 的】①生徒支援・指導の目的を確認する 

     ②生徒支援・指導に必要な知識を習得し、 

対応力を身に付ける 

【内 容】①生徒指導提要の確認 

②本研究の具体的な取組について 

     ③発達特性を自分事に捉える 

     生徒との対話法について 

【担当者】①生徒指導担当 

     ②柏原 絵里子(筆者) 

     ③ＳＣ 

イ 研修計画 

 生徒支援グループの生徒指導担当と、所属校の実態

と課題を共有し、生徒指導提要を基に生徒理解に向け

た教職員への研修を組み立てた(表３)。筆者からは、

生徒と教職員のアンケート結果を比較しながら、所属

校の現状と課題について教職員と共通認識を図った。

そして、その課題の解決に向けてＳＣからは、生徒理

解やより良い生徒との関係づくりのために、日常の会

話時や面談時に実践できる対話法等について、事例を

踏まえながら演習を行った。 

 

１人１台端末を活用した絵文字による健康観察

は、教職員と生徒の対話を増やすきっかけや教職

員同士の生徒理解に向けた対話の手掛かりとな

り、その積み重ねは生徒が相談しやすい関係づく

りにつながるであろう。 
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表３ 校内研修実施計画 

担当 具体的な内容 

① 

生徒指導提要の確認 

・生徒指導の定義 

・生徒指導の目的 

・生徒支援・指導の基礎、実践 

② 

本研究の具体的な取組について 

・事前調査の結果について 

・所属校の課題について 

・日常の健康観察の定義・機会・視点 

・検証実践に向けての説明 

③ 

発達特性を自分事に捉える 

・発達特性について考える(ワークシート) 

生徒との対話法ついて 

・心に余裕をもつこと 

・環境を配慮すること 

・ロジャーズの３条件（無条件な肯定的な 

関心、共感的理解、自己一致）について 

・事例を踏まえたロールプレイ実践、演習 

ウ 校内研修の評価 

 校内研修に参加した教職員に対し、研修の振り返り

を実施した。「心の余裕を持つことの大切さを感じた」

「相手のことを知りたいという思いを届け続け、生徒

との信頼関係を守っていきたい」「相手を知ること、

共感することから生徒理解につながる」「教職員も生

徒も一人ひとり異なった考えを持っている。違った良

さや課題を受け入れられる集団を作りたい」「生徒の

抱える背景等を引き出せるようになりたい」「雑談か

ら生徒を知ることも大切」「人を知ることは、今後の

自分の課題だ」など、所属校の現状や課題の共通認識、

課題解決に向けての前向きな振り返りを得ることがで

きた。 

(2) 検証準備 

ア Google フォームで健康観察の作成 

「こころとからだの健康観察」～今日の気持ちを「か

お」で表そう～ 

 学籍番号の４桁と名前をカタカナで入力し、最後に

今日の気持ちに一番近い絵文字等を一つ選ぶ形式で作

成した。生徒と教職員の負担軽減のため、短時間で入

力や確認ができるように質問項目を三つとした。 

イ 絵文字の決定 

 生徒が自分の気持ちを表現するための絵文字をＳＣ

と選定した。絵文字は、人によって解釈が異なるため、

喜怒哀楽を表すような表情のものと感情の起伏が少な

いと思われる表情のものに加え、対話につながるよう

な解釈の幅が広くなる表情のものを選んだ。また、今

の自分の気持ちを絵文字ではなく、直接言葉で伝えた

いと思ったときに活用できるように「話したいことが

ある」を選択肢に入れた。 

表４ 自分の気持ちを表現するための絵文字 

(3) 検証実践 

【期 間】令和７年９月９日(火)～10月31日(金) 

【場 所】横須賀市立久里浜中学校 

【対 象】全校生徒 19クラス(573人) 

【内 容】Google フォームを使った健康観察 

【表 題】「こころとからだの健康観察」 

～今日の気持ちを「かお」で表そう～ 

ア 教職員への説明 

 検証を実施するに当たって、教職員に事前に理解し

てもらいたい内容を伝えた(表５)。 

表５ 検証実践事前説明内容 

 

①「こころとからだの健康観察」として、生徒が

毎日１人１台端末を活用した健康観察を行い、

自分の気持ちを絵文字で表現します 

②絵文字は、言葉で表現することが苦手な生徒 

が、絵文字を使うことで自分の状態を表現する 

ことができます 

③生徒の日常の心身の状況や変化を把握するため 

に使ってください 

④生徒が入力した結果を参考に生徒の様子を見て 

ください(Google スプレッドシートの格納場所

の提示) 

⑤入力したくない生徒もいることを想定し、これ 

も一つのサインであると思ってください 

⑥生徒の特性によっては、様々な教職員に声をか 

けられることを苦手とする生徒もいるので、教 

職員同士で相談をしてから声をかけましょう 

⑦ＩＣＴを活用した健康観察の結果だけでなく、 

今まで通り、先生方の視点で健康観察を行いま 

しょう 

⑧「話したいことがある」を選んだ生徒へは、 

二日以内に対応をします 
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イ 生徒への説明 

 検証を実施するに当たって、教職員から生徒へ健康

観察の流れや方法を伝える内容(表６)を提示した。 

表６ 教職員から生徒への説明事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 事後調査 

(1) 所属校調査の概要（生徒） 

 自分の気持ちを絵文字で表現する健康観察の検証実

践後の生徒の状況を知るために、学校長による「健康

と学校生活に関する意識調査」と共に実施した(表７)。 

表７ 所属校生徒への事後調査(アンケート) 

対象 横須賀市立久里浜中学校 生徒(409名) 

時期 令和７年 10月下旬 

方法 Google フォーム 

目的 健康と学校生活に関する意識調査 

(2) 所属校調査の概要(教職員) 

 自分の気持ちを絵文字で表現する健康観察の検証実

践後の教職員の意識調査を学校長と協同し、事後調査

としてアンケートを実施した(表８)。 

表８ 所属校教職員への事後調査(アンケート) 

対象 横須賀市立久里浜中学校 教職員(22名) 

時期 令和７年 10月下旬 

方法 Google フォーム 

目的 検証実践後の生徒の理解等の意識調査 

(3) 検証実践後のインタビューの概要 

 自分の気持ちを絵文字で表現する健康観察の検証実

践後の調査として、生徒や教職員への具体的な関わり

方や生徒の理解についてのインタビューを実施した

(表９)。 

表９ 所属校教職員への事後調査(インタビュー) 

対象 横須賀市立久里浜中学校 教職員(６名) 

時期 令和７年 10月下旬から 11月上旬 

方法 対面 

目的 検証実践後の生徒の理解等の意識調査 

８ 検証結果と考察 

(1) 絵文字を使った健康観察は、教職員と生徒が対話 

をするきっかけになったか。 

ア 教職員への事後調査から 

「絵文字を使った健康観察を活用しましたか」の質

問では、肯定的な回答が91％となった(図３)。 

 

図３ 絵文字を使った健康観察を活用しましたか 

「絵文字を使った健康観察は、生徒と対話をする

きっかけになりましたか」の質問では、肯定的な回答

が82％となった(図４)。 

 
図４ 絵文字を使った健康観察は、生徒と対話をする 

きっかけになりましたか 

図３の「絵文字を使った健康観察を活用しましたか」

の質問で、肯定的な回答をした教職員に「どのように

活用をしたか」について自由記述で回答を得た。その

記述内容と教職員へのインタビュー内容を生徒との対

話について(表10)に集約した。 

表10 生徒との対話について 

あてはまる

50%どちらかと言えば

あてはまる

41%

どちらかと言えば

あてはまらない

9%

あてはまらない

0%

N=22

あてはまる

46%どちらかと言えば

あてはまる

36%

どちらかと言えば

あてはまらない

14%

あてはまらない

4%

N=22

①こころとからだの様子を見るために絵文字を使 

った健康観察を行います 

②Google フォームを使って行います 

③登校したら、Chromebookを立ち上げます 

④Google Classroomの「〇年保健室」に貼り付け 

たリンクから回答します 

⑤毎日行います 

⑥体調が悪い時は、今まで通り、直接先生に相談 

をしてください 

⑦先生方は、みなさんの健康を気にかけています 

ので、Google フォームの回答結果は担任の先生

以外の先生も見ていきます 

⑧絵文字は人それぞれ感じ方が違うので、自分の 

感じた（思った）絵文字を選びます 

 

・元気のない絵文字を選んでいる生徒に話しかけ 

ることで、日々感じているもやもやしているこ 

とや心配なことを聞くきっかけになった。 

・なぜその絵文字を選んだのかが気になり、話を 

聞いた。 

・授業の合間の時間に絵文字を確認し、元気のな 

い絵文字を選んだ生徒やいつも同じ絵文字を選 

んでいる生徒に声をかけた。 

・いつも「にこにこの絵文字」を選ぶ生徒が、違う 

絵文字を選んだときに話かけた。 

・気になる絵文字を選択した生徒に「どうした 

の？」「何かあったの？」と問いかける事で、 

生徒の抱えている思いや困っている事を把握で 

きるように努めた。 

・絵文字がいろいろな捉え方ができるから、話を 

するきっかけになった。 
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(原文の意味を変えない範囲で改編) 

イ 生徒への事後調査から 

 「こころの健康について、先生に直接話して伝える

よりもGoogle フォームを使った方が伝えやすいです

か」「からだの健康について、先生に直接話して伝え

るよりもGoogle フォームを使った方が伝えやすいで

すか」の二つの質問では、両方とも【あてはまる・ど

ちらかと言えばあてはまる】の肯定的な回答が80％を

超えた。また、「自分の気持ちを絵文字で表す健康観

察は、自分の気持ちを先生に伝えやすいですか」の質

問では、肯定的な回答が78％であった(図５)。 

 
図５ 自分の気持ちを絵文字で表す健康観察は、自分 

の気持ちを先生に伝えやすいですか 

 以上のことにより、図４の「絵文字を使った健康観

察は、生徒と対話をするきっかけになりましたか」の

質問において、否定的な回答を選択した理由の中には、

表10の下線のように、自分が生徒と直接話をするより

も担任と生徒との関係性を優先した結果、生徒と対話

をする場面が少なかった教職員もいたのではないかと

考える。また、表10の内容から、多くの教職員が人に

よって解釈が異なる曖昧な絵文字からその意味を考え

ることや、「なぜ」「どうして」など疑問に感じたり、

いつもと違う絵文字を選んだ生徒の変化に気付いたり

することが、教職員から生徒への積極的な対話に結び

ついたと考えられる。 

生徒の事後調査では、「こころの健康」や「からだ

の健康」のそれぞれについて、「先生に直接話して伝

えるよりもGoogle フォームを使った方が伝えやすい

ですか」と言う質問に対し、肯定的な回答が80％を超

えていた。これは、話に行くタイミングやどうやって

話をしたら良いか分からない、周りに知られたくない

生徒にとっては、１人１台端末の活用は自分のこころ

やからだについて、安心して教職員に伝えることがで

きる手段となったと考える。また、図５の「自分の気

持ちを絵文字で表す健康観察は、自分の気持ちを先生

に伝えやすいですか」では、ＩＣＴの活用に加え、絵

文字を選択するだけで自分の気持ちが表現できる手軽

さも生徒の発信のしやすさにつながった。そして、生

徒の発信した絵文字の曖昧さが教職員から声をかける

きっかけになったと考える。 

 このことから、１人１台端末を活用した絵文字によ

る健康観察は、教職員と生徒の対話の機会を増やす

きっかけになったと言える。 

(2) 対話が増えることで、教職員が生徒を理解し相談

しやすい関係づくりにつながったか。 

 図３の「絵文字を使った健康観察を活用しましたか」

の質問で、肯定的な回答をした教職員に「どのように

活用をしたか」について自由記述で回答を得た。その

記述内容と教職員へのインタビュー内容を教職員同士

の対話について(表11)・対話以外の活用について(表

12)・生徒理解につながった内容(表13)を整理した。 

ア 教職員への事後調査から 

表11 教職員同士の対話について 

(原文の意味を変えない範囲で改編) 

あてはまる

41%どちらかと言えば

あてはまる

37%

どちらかと言えば

あてはまらない

13%

あてはまらない

9%

N=409

・毎朝、全校生徒の確認を行い、気になる絵文字と 

「話したいことがある」にチェックの付いている 

生徒には、担任や学年の教職員と連携した。 

・体育祭の延期が決まった際に、「叫んでいるよう

な絵文字」が増えたことに気づいた教職員の発

信から、生徒の様子についての会話が職員室で

始まった。 

・担任は、朝の時間に Google フォームの回答を見

るのではなく、子どもの様子を見てほしいので、

担任以外が絵文字をチェックした。「泣いている

絵文字」「目が回っている絵文字」「怒っているよ

うな絵文字」「話したいことがある」をチェック

した生徒の情報を担任に伝え、担任からアプ

ローチしてもらっていた。その後の生徒の様子

を担任と共有した。 

・「今日のＡさんは、絵文字がいつもと違うから話 

を聞いてみて」と学年外の教職員から教えても 

らった。 

・他クラスの生徒の絵文字が気になり、担任に伝え 

ることが良いか、自分から直接声を掛けるのが 

良いか迷ったので、学年職員に相談をした。 

・「マスクの絵文字」を選んだ生徒と話し、体調が 

少し良くないことが分かったので、学年の教職 

員と情報共有することができた。 

・「話したいことがある」にチェックをした生徒へ 

の声掛けを「誰が・いつ・どのように」行うか等 

を関係職員と相談をした。 

 

 

 

 

 

 

・絵文字は、いろいろな捉え方ができるから、生徒 

と話をするきっかけになった。 

・普段、話さない内容を話すことができた。 

・自己主張が少ない生徒と話をすることができた。 

・学校を休んでいる生徒へ絵文字を使った健康観 

察の話を伝えることができた。 

・担任と生徒との関係を大切にするため、担任では

ない自分が前面に出ることを控え、生徒と直接や

り取りする場面は少なかった。 
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表12 対話以外の活用について 

(原文の意味を変えない範囲で改編) 

表13 生徒理解につながった内容 

  (原文の意味を変えない範囲で改編) 

イ 生徒への事前・事後調査から 

 「困りごとや分からないこと、不安があるときに、

先生や学校にいる大人にいつでも相談できますか」の

事前・事後の質問において、【あてはまる４点、どち

らかと言えばあてはまる３点、どちらかと言えばあて

はまらない２点、あてはまらない１点】点数を割り当

て、事前・事後の平均値に統計的に有意な差があるか

を Excelによる表計算ソフトにより、対応のないｔ検

定を行った。集計・比較をしたものを表 14及び図６に

示す。 

事前・事後の調査を比較すると、【あてはまる】の

回答が 10ポイント上がっていた。ｔ検定では、事前・

事後の平均値に統計的な有意な差(p＜0.05)が見られ

たため、事後の増加について偶然の結果ではないこと

が表された。 

表14 事前・事後調査の回答による相関 

事前(N=460) 事後(N=409) p値 

平均値 平均値 

2.91 3.04 0.033 

 

図６ 困りごとや分からないこと、不安があるとき 

に、先生や学校にいる大人にいつでも相談でき 

ますかの事前・事後の比較 

以上のことにより、教職員の事後調査では、１人１

台端末を活用した絵文字による健康観察を手掛かりに

生徒の様子を観察し、その情報を教職員同士で話題に

したり、いつもと違う様子に気づいた時に学年の教職

員に相談をしたりしていた(表11)。また、表12の下線

のように、担任だけでなく他の教職員と気になる生徒

について、授業の合間や放課後の時間を活用しながら

主体的に情報共有することが、生徒の理解につながっ

たと推測される。さらに、教職員同士で対話を重ねる

中で、教職員が不安や悩みを一人で抱えることなく、

他の教職員と生徒に対する観察・声掛け等の相談や役

割分担を行ったことが、教職員の安心感につながった

と考える。その安心感は、教職員の心の余裕を生み、

生徒に対して受容や共感的な姿勢で対話を重ねたこと

で、生徒の安心や信頼にもつながったと考察する。 

図６の生徒の事前・事後調査では、否定的な回答に

大きな変化がなかった。それは、相談できる関係にな

るまでにかかる時間には個人差があるため、今回の検

証実践の期間では、変化が見られなかったと考えた。

しかし、【どちらかと言えばあてはまらない】が４ポ

イント減ったことを考えると、継続していくことで、

少しずつ肯定的に変化していくことが期待できる。ま

た、肯定的な回答の【あてはまる】のポイントに有意

差が見られたのは、事前調査から４ヶ月経っているこ

とにより、他の要因と相まってポイントが上がったこ

とも考えられるが、表13の下線のように生徒の変容か

らも、今回の取組による生徒への積極的な声掛けから、
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・学校での生徒の様子と絵文字がリンクしている 

かどうかを判断するために活用した。 

・毎日同じ絵文字の生徒もいたが、異なる絵文字 

を選んだ場合、その原因が何かを考えた。 

・学年の教職員が使う部屋に小さな黒板を置き、 

そこに健康観察に使っている掲示用の絵文字を 

貼り、生徒の様子を書き込むことで、多くの教 

職員の目で生徒を見られるようにした。 

・継続して続けることで「こういう絵文字を選ん 

でいる時には、この悩みだな」「この表情の時は、 

この絵文字だな」と生徒の理解につながった。 

・絵文字の話をするようになってから、生徒から 

自分の話をしてくれるようになった。 

・Ｂさんは、最近とても表情が明るくなった。絵 

文字をきっかけに話をする教職員がいるからか 

もしれない。 

・いつも穏やかなＣさんが「話したいことがある」

にチェックが付いていたので、普段多く関わる

教職員が声を掛けたところ、抱えている悩みを

聴き、教職員間で情報共有し支援につなげるこ

とができた。 

・あまり気持ちを出さない子も絵文字だと正直に

表現するなと感じた。 

・話していると、自分では考えられないことでも 

生徒は心が揺らぐのだなと分かり、今まで見え

ないものが見えてきた。 

・生徒が入力したものをいろいろな教職員が見る 

と分かっているのに、生徒はいろいろな絵文字 

で気持ちを表現していた。 

・他愛のない会話の積み重ねが、いざというとき 

の相談しやすい関係づくりにつながっていると 

思った。 
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「気にかけているよ」等の教職員の気持ちが伝わり、

生徒の安心や信頼につながり、生徒の「先生や学校に

いる大人にいつでも相談できますか」という質問の肯

定的な回答につながったと推測される。 

このことから、教職員と生徒や教職員同士で対話を

重ねることが、生徒を理解し相談しやすい関係づくり

につながったと言える。 

 

研究のまとめ 

 

１ 研究の成果 

本研究では、生徒が相談しやすい関係づくりに向け、

教職員からの対話を増やすきっかけとして、１人１台

端末を活用した絵文字による健康観察を毎日行った。

生徒がＩＣＴを使って絵文字を選ぶことにより、生徒

は自分の気持ちを発信しやすくなり、教職員は生徒の

気持ちを可視化することができた。教職員は、人によっ

て解釈の異なる曖昧な絵文字からその意味を考えるこ

とや、「どうしてその絵文字を選んだのか」「何かあっ

たのか」などの疑問を感じたり、いつもと違う絵文字

を選んだ生徒や実際の様子と絵文字が異なる生徒の変

化に気付いたりした。教職員には、事前に「絵文字を

使った健康観察は、対話をするきっかけになる」とい

う研究の視点は示していなかったにも関わらず、この

絵文字の曖昧さが生徒の気持ちを理解したいという思

いとなり、教職員の主体的な対話につながったと考え

る。 

教職員と生徒が対話を重ねる中で、生徒が日々感じ

ている思いや心の揺らぎなどを自分の言葉で表現する

ことにより、自分の気持ちが整理され自己理解が進む

とともに、教職員も生徒の気持ちや考えを理解しやす

くなり、教職員一人ひとりの生徒理解が進んだ。また、

教職員同士の対話から生徒の多面的な情報が共有され、

更なる生徒理解に向けて教職員は生徒との積極的な対

話に取り組んだ。その教職員からの日々の声掛けによ

り、「気にかけているよ」「あなたのことを知りたい」

という教職員の気持ちが生徒に伝わり、教職員に対す

る生徒の安心や信頼につながったと考える。教職員へ

の事後調査では、絵文字による健康観察をきっかけに

生徒と対話をすることにより、「生徒から自分の話を

してくれるようになった」「生徒の表情が明るくなっ

た」「他愛のない会話の積み重ねが、いざというとき

の相談しやすい関係づくりにつながっている」と感じ

ている教職員がいた。このことにより、教職員自身も

教職員からの積極的な対話が生徒との関係づくりに効

果があると認識し始めている。 

よって、１人１台端末を活用した絵文字による健康

観察は、教職員と生徒の対話を増やすきっかけや教職

員同士の生徒理解に向けた対話の手掛かりとなり、そ

の積み重ねは生徒が相談しやすい関係づくりに向けて

一定の成果を出すことができた。 

本研究の目的に加え、教職員の安心感と生徒の安心

感の間に相関関係が示唆された。具体的には、教職員

同士が生徒を中心とした対話を重ねたことで、不安や

悩みを一人で抱えることなく相談や連携を行うことが

できた。それが教職員の安心感につながり、その安心

感が生徒と対話をする際の受容的な雰囲気として生徒

に伝わることで、教職員に対する生徒の安心感にもつ

ながっていると考える。 

 

２ 今後の課題と展望 

(1) １人１台端末の活用について 

 生徒が朝の時間に端末を起動させ入力する時間や、

教職員が健康観察の回答を確認する時間についての課

題があったため、時間の確保についての調整が必要で

ある。 

(2) 絵文字について 

 生徒によっては、絵文字の曖昧さや数の多さが戸惑

いや迷いを生むことがあったため、生徒の特性や発達

段階に合わせ、絵文字に加えて言葉や数値で自分の気

持ちを表現できるように工夫することも必要である。

また、対話を活性化させるためには、定期的に絵文字

を変更する工夫があってもよいと考える。 

(3) 今後の展望 

 今回の研究では、朝の健康観察の時間を利用して、

対話につながる手立てを実施した。しかし、健康観察

は 1日を通して行うものであるため、他の教科の時間

においても生徒の心身の様子を把握する手段としての

活用や発達段階に応じた活用ができるように改善して

いきたい。 

普段の生徒の様子から、心配することがないと感じ

たため、絵文字を使った健康観察を活用しなかったと

回答した教職員がいた。しかし、感情を出せない・出

さない生徒がいることを教職員が理解をし、表面化し

ていない生徒の不安や悩みに気付くために、このよう

なⅠＣＴを活用した健康観察等を利用し、生徒の小さ

な変化に気付けるようにしていきたい。 

 

おわりに 

  

 本研究を進めるにあたり、御協力をいただいた横須

賀市立久里浜中学校の学校長を始め、教職員、生徒の

皆様、本研究に関わってくださいました全ての皆様に

深く感謝を申し上げ、結びとする。 

 

[指導担当者] 

 平山 有希子１ 飯沼 智哉２ 柴山 洋子３ 

１ 指導主事 ２ 主査(兼)指導主事 

３ 教育指導員 
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